
リ
モ
ー
ト
検
眼
機
器
に
力

ア
イ
ケ
ア
事
業

回
復
鮮
明

ト
プ
コ
ン

エ ー ザ イ
バイオジェン

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
用
抗
体
薬

欧
州
で
申
請
受
理

Ｈ
Ａ
Ｅ
薬
「
オ
ラ
デ

オ
」
な
ど
９
品
了
承

薬
食
審
部
会

重
症
者
の
症
例
登
録
中
断

コロナ薬

安
全
性
の
懸
念
で

米
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン

色
素
内
視
鏡
検
査
向

け
滴
下
カ
テ
ー
テ
ル

オ
リ
ン
パ
ス

臨
床
検
査
薬
会
社

を
完
全
子
会
社
化

ト
ク
ヤ
マ

高
額
な
バ
イ
オ
医
薬
品
の

売
り
上
げ
が
医
薬
品
市
場
の

上
位
を
占
め
て
く
る
よ
う
に

な
る
な
か
で
、
Ｂ
Ｓ
は
薬
剤

費
抑
制
の
対
応
策
の
一
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
医
療
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
政
府
も
Ｂ
Ｓ
を
後
押
し

す
る
姿
勢
を
示
す
。
た
だ
、

患
者
や
医
療
従
事
者
ら
で
Ｂ

Ｓ
に
対
す
る
認
知
度
が
低
い

こ
と
が
市
場
浸
透
へ
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
厚

労
省
は
啓
発
の
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
医
薬
品
や
Ｂ
Ｓ
の

有
効
性
・
安
全
性
を
主
な
テ

ー
マ
に
設
定
し
、
講
習
会
は

２
０
１
８
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
の

医
療
関
係
者
、
市
民
の
そ
れ

ぞ
れ
を
対
象
に
年
に
数
回
、

実
施
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｓ
に
関

す
る
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
例

え
ば
薬
剤
師
ら
を
対
象
と
し

た
講
習
会
で
は
Ｂ
Ｓ
を
評
価

す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
病
院

で
の
導
入
事
例
な
ど
よ
り
実

践
的
な
内
容
と
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
使
用

す
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材

は
、
ま
ず
医
師
向
け
に
展
開

す
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
医
師
向
け
の
講
習
会
動
画

を
、
例
え
ば
日
本
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に

ア
ッ
プ
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
、
受
講
者
の
反
応
な

ど
を
考
慮
し
、
落
と
し
込
み

を
図
る
。

お
お
む
ね
こ
れ
ま
で
の
中

身
を
踏
襲
す
る
と
み
て
い
る

が
、
ウ
ェ
ブ
に
最
適
化
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
く
。

足
元
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
着

手
が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、

年
度
末
ま
で
の
完
成
が
目

標
。
今
後
、
開
催
予
定
の
講

習
会
で
活
用
し
て
い
く
。

同
省
担
当
者
は
医
師
ら
へ

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、「
医

療
従
事
者
に
と
っ
て
も
Ｂ
Ｓ

へ
の
理
解
は
不
十
分
だ
」
と

指
摘
す
る
。
品
質
な
ど
へ
の

不
安
感
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
そ
う
し
た
懸
念
の
払
拭

が
大
切
」
と
続
け
、
講
習
会

を
通
じ
た
情
報
提
供
・
発
信

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
（
Ｂ
Ｓ
）
の
普
及
・
促
進
に
向
け
て
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
教
材
の
作
成
を
急
ぐ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
に
と
も
な

い
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
講
習
会
で
従
来
の
よ
う
な
集
合
型
で
の
開

催
が
難
し
く
な
る
な
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
教
材
を
用
意
し
、
取
り
組
み
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
順
次
、
作
業
を
進
め
、
年
度

内
の
完
成
を
目
指
す
。

ト
プ
コ
ン
の
平
野
聡
社
長

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
２

０
２
０
年
４
〜
９
月
期
の
決

算
説
明
会
で
、
眼
疾
患
の
診

断
に
有
用
な
眼
底
像
撮
影
装

置
な
ど
を
展
開
す
る
ア
イ
ケ

ア
部
門
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
営
業
損
益
が

２３
億
円
の
赤
字
（
前
年
同
期

は
６
億
円
の
黒
字
）
と
な
っ

た
も
の
の
「
回
復
傾
向
が
鮮

明
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
世
界
の
人
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的

距
離
）
に
取
り
組
む
な
か
、

リ
モ
ー
ト
検
眼
機
器
の
特
需

を
機
敏
な
対
応
で
取
り
込

み
、「
９
月
単
月
で
み
る
と
黒

字
化
を
達
成
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
主
力
製
品
の
売
り
込

み
を
強
化
し
、
今
後
の
業
績

再
拡
大
に
意
欲
を
み
せ
た
。

眼
鏡
店
で
視
力
を
測
っ
て

眼
鏡
を
作
る
際
、
従
来
は
患

者
と
対
面
式
で
近
距
離
検
査

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
リ
モ

ー
ト
検
眼
機
器
は
ク
ラ
ウ
ド

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
離

れ
た
と
こ
ろ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
た
検
眼
が
簡
単

に
で
き
る
の
が
強
み
だ
。
コ

ロ
ナ
に
よ
る
影
響
を
逆
手
に

取
る
戦
略
と
位
置
づ
け
て
需

要
の
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

平
野
社
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
ア
イ
ケ
ア
部
門
の
取

り
組
み
に
関
し
て
「
米
国
大

手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
眼
鏡
店

か
ら
の
大
型
受
注
も
獲
得
で

き
た
」
と
評
価
。
主
力
製
品

の
一
つ
で
あ
る
検
眼
シ
ス
テ

ム
「
Ｃ
Ｖ
�
５
０
０
０
」
の

売
り
上
げ
は
「
昨
年
度
と
比

べ
る
と
１
・
５
倍
に
な
っ
て

い
る
」
と
話
す
。
た
だ
、
事

業
環
境
に
つ
い
て
は
「
回
復

基
調
の
継
続
に
期
待
す
る
も

欧
米
に
お
け
る
感
染
再
拡
大

や
米
中
対
立
激
化
な
ど
の
リ

ス
ク
に
よ
り
、
先
行
き
不
透

明
感
は
い
ま
だ
に
残
っ
て
い

る
」
と
の
見
方
を
示
す
。

主
力
の
欧
米
市
場
は
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）
の
影

響
で
医
療
機
関
向
け
の
営
業

活
動
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

眼
鏡
店
は
閉
鎖
と
な
り
、
需

要
は
急
激
に
低
下
し
た
が
、

４
月
を
底
に
回
復
基
調
。
中

国
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か

ら
「
す
で
に
脱
し
て
い
る
」

と
平
野
社
長
は
説
明
す
る
。

２０
年
４
〜
９
月
期
の
部
門
売

上
高
は
前
年
同
期
比
２４
％
減

の
１
６
７
億
円
に
落
ち
込
ん

だ
が
、
市
場
の
回
復
と
と
も

に
リ
モ
ー
ト
検
眼
機
器
の
展

開
を
加
速
し
、
業
績
改
善
に

弾
み
を
つ
け
た
い
考
え
だ
。

生
体
適
合
性
高
分
子
で
作
製
し

た
「
ス
マ
ー
ト
ナ
ノ
マ
シ
ン
」
が

血
管
を
通
っ
て
体
内
を
巡
視
し
、

マ
シ
ン
に
搭
載
す
る
機
能
分
子
が

診
断
や
予
防
、
治
療
を
す
る
�
。

こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
映
画
の
よ
う
な
医
療

が
実
現
間
近
に
あ
る
。
開
発
を
担

う
の
は
川
崎
市
産
業
振
興
財
団
ナ

ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
）
で
、
ナ
ノ
マ

シ
ン
は
片
岡
一
則
セ
ン
タ
ー
長

（
東
京
大
学
特
任
教
授
）
の
研
究

成
果
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。
ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｍ
と
そ
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
医
療
の
未
来
を

ど
う
切
り
拓
く
の
か
、
動
向
を
紹

介
し
て
い
く
。

い
ま
世
界
が
最
も
求
め
て
い
る

の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
だ
ろ
う
。
ワ
ク

チ
ン
と
い
え
ば
不
活
化
し
た
病
原

体
由
来
が
一
般
的
だ
が
、
開
発
や

製
造
に
年
単
位
の
時
間
が
い
る
。

緊
急
を
要
す
る
い
ま
、
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
）

な
ど
核
酸
を
使
っ
た
ワ
ク
チ
ン

だ
。
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
を

解
読
で
き
れ
ば
設
計
で
き
、
大
量

合
成
も
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が

あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

１
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
は
宿
主

細
胞
に
感
染
後
、
２
本
鎖
の
Ｒ
Ｎ

Ａ
構
造
に
変
わ
る
。
生
体
内
の
免

疫
細
胞
は
こ
の
２
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
を

異
物
と
認
識
し
、
免
疫
を
誘
導
す

る
。
２
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
は
免
疫
賦

活
化
を
期
待
で
き
る
が
、
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
の
翻
訳
に
よ
る
抗
体
産
生
能
を

期
待
し
に
く
い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

へ
の
応
用
に
は
工
夫
が
い
る
。
そ

こ
で
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
副
主
幹
研
究
員

の
内
田
智
士
氏
（
京
都
府
立
医
科

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
・
准
教

授
）
は
、
部
分
的
に
２
本
鎖
に
し

た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
開
発
し
た
。
部
分

２
本
鎖
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
ポ
リ
ア
デ
ニ

ン
配
列
だ
け
に
相
補
鎖
を
結
合
さ

せ
た
構
造
を
と
る
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
と

し
て
の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、

２
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
構
造
に
よ
る
免
疫

賦
活
化
も
発
揮
す
る
。
マ
ウ
ス
の

リ
ン
パ
節
に
投
与
し
た
実
験
で
は

１
本
鎖
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
比
べ
て
抗
体

を
生
み
出
す
能
力
が
極
め
て
高

く
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
）
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中
東

呼
吸
器
症
候
群
）
で
も
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
細
胞
性
免
疫
を
強
化

で
き
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

一
般
に
ワ
ク
チ
ン
は
免
疫
力
を

高
め
る
た
め
に
「
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
」

と
呼
ぶ
添
加
剤
を
組
み
合
わ
せ

る
。
た
だ
し
、
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
自

体
の
安
全
性
を
立
証
す
る
作
業
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
部
分
的
２
本

鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
抗
体
産
生
と
免
疫
賦

活
化
の
両
方
の
作
用
を
見
込
め
る

「
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
一
体
型
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
」
の
た
め
、
安
全
性
を
備
え
、

早
期
開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。

一
方
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
な
ど
核
酸
は
、

体
内
の
酵
素
に
よ
り
数
日
で
分
解

さ
れ
る
と
い
う
弱
点
を
克
服
し
な

け
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
に
で
き
な
い
。

そ
こ
で
も
う
一
つ
の
中
核
技
術
が

登
場
す
る
。
そ
れ
が
片
岡
セ
ン
タ

ー
長
を
中
心
に
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
が
実

用
化
に
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
ナ

ノ
マ
シ
ン
」
だ
。

ス
マ
ー
ト
ナ
ノ
マ
シ
ン
は
生
体

適
合
性
高
分
子
を
精
緻
に
積
み
上

げ
て
作
製
す
る
５０
�
�
程
度
の
ナ

ノ
粒
子
。
正
電
荷
を
帯
び
た
高
分

子
が
、
負
電
荷
を
帯
び
た
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
と
結
合
し
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
粒
子

内
に
包
み
込
ま
れ
、
投
与
し
て
も

体
内
の
酵
素
に
よ
る
分
解
を
防
げ

る
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
粒
子
内
に
包
み

込
め
、
投
与
し
て
も
体
内
の
酵
素

に
よ
る
分
解
を
防
げ
る
。

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
薬
物
送

達
技
術
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
と
し
て
多
用

さ
れ
る
脂
質
ナ
ノ
粒
子
は
肝
臓
に

集
ま
る
性
質
が
あ
る
た
め
、
肝
障

害
な
ど
の
副
反
応
が
課
題
。
ナ
ノ

マ
シ
ン
は
粒
子
表
面
を
修
飾
し
て

お
く
こ
と
で
狙
っ
た
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
た
後
、
粒
子
が
崩
壊
し
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
放
出
す
る
仕
組
み

だ
。内

田
氏
ら
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
た
ん
ぱ
く
質
を
標
的
抗
原
に
し

た
ワ
ク
チ
ン
を
検
討
し
、
東
京
都

医
学
総
合
研
究
所
と
共
同
研
究
を

開
始
。
治
験
入
り
を
目
指
す
。
内

田
氏
は
「
部
分
２
本
鎖
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
は
次
に
起
こ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
も
即
座
に
応
用
で
き
る

技
術
だ
。
い
ま
や
っ
て
お
く
こ
と

が
未
来
の
感
染
症
対
策
に
も
つ
な

げ
ら
れ
る
」
と
話
す
。

エ
ー
ザ
イ
は
、
米
製
薬
バ

イ
オ
ジ
ェ
ン
と
共
同
開
発
し

て
い
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
新
薬
候
補
「
ア
デ
ュ
カ
ヌ

マ
ブ
」
の
販
売
承
認
申
請
を

欧
州
医
薬
品
庁（
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が

受
理
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｅ

Ｍ
Ａ
は
通
常
、
申
請
受
理
か

ら
１
年
以
内
に
諮
問
委
員
会

を
開
い
て
承
認
可
否
を
審
議

す
る
。

ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
原
因
と
さ

れ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
ア
ミ
ロ

イ
ド
・
ベ
ー
タ
を
取
り
除
く

抗
体
医
薬
。
米
国
で
は
８
月

に
申
請
受
理
さ
れ
、
来
年
３

月
７
日
が
審
査
終
了
日
。
米

国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
６
日
に
諮
問
委
員
会
を
開

く
予
定
で
、
承
認
可
否
の
見

解
が
示
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
本
は
申
請
準
備
中
。

エ
ー
ザ
イ
と
バ
イ
オ
ジ
ェ

ン
は
両
社
保
有
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
薬
候
補
を
共
同
で

事
業
化
す
る
戦
略
提
携
を
結

ん
で
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
薬
事
・
食

品
衛
生
審
議
会
医
薬
品
第
２

部
会
は
こ
の
ほ
ど
、
オ
ー
フ

ァ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
遺
伝

性
血
管
性
浮
腫
（
Ｈ
Ａ
Ｅ
）

の
治
療
薬
「
オ
ラ
デ
オ
」
な

ど
９
品
目
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
承
認
し
て
差
し
支
え
な

い
と
判
断
し
た
。
新
規
有
効

成
分
は
同
薬
と
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ
の
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血

病
薬
「
カ
ル
ケ
ン
ス
」
の
２

品
で
、
来
年
１
月
ま
で
に
正

式
承
認
さ
れ
る
見
通
し
。

オ
ラ
デ
オ
は
血
し
ょ
う
カ

リ
ク
レ
イ
ン
阻
害
薬
で
、
厚

労
省
は
先
駆
け
審
査
品
に
指

定
。
Ｈ
Ａ
Ｅ
発
作
抑
制
薬
は

国
内
で
初
め
て
。
カ
ル
ケ
ン

ス
は
Ｂ
Ｔ
Ｋ
阻
害
剤
で
、
同

阻
害
剤
で
は
ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ

ー
マ
の
「
イ
ム
ブ
ル
カ
」
が

先
行
承
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
審
議
品
で
は

塩
野
義
製
薬
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
「
ゾ
フ
ル
ー
ザ
」
に

つ
い
て
、
予
防
の
効
能
追
加

を
認
め
た
。
今
月
に
も
承
認

さ
れ
る
見
通
し
。
た
だ
し
、

ウ
イ
ル
ス
耐
性
化
の
懸
念
か

ら
、
１２
歳
未
満
で
か
つ
体
重

２０
�
�
未
満
の
小
児
に
は
予

防
投
与
で
き
な
い
と
し
た
。

報
告
品
で
は
、
ブ
リ
ス
ト

ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ

の
が
ん
免
疫
療
法
薬
「
ヤ
ー

ボ
イ
」
に
切
除
不
能
な
進
行

・
再
発
の
非
小
細
胞
肺
が

ん
、
武
田
薬
品
工
業
の
抗
が

ん
剤
「
カ
ボ
メ
テ
ィ
ク
ス
」

に
肝
細
胞
が
ん
の
効
能
が
そ

れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
た
。

米
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
・
フ
ァ

ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
抗
体
療
法

の
開
発
で
、
重
症
の
入
院
患

者
を
対
象
と
す
る
臨
床
試
験

の
症
例
登
録
を
一
部
中
断
し

た
と
発
表
し
た
。
第
三
者
の

評
価
期
間
か
ら
安
全
性
の
懸

念
が
指
摘
さ
れ
た
。
酸
素
吸

入
を
必
要
と
し
な
い
入
院
患

者
な
ど
の
登
録
は
継
続
す

る
。
入
院
し
て
い
な
い
患
者

の
臨
床
試
験
も
続
け
る
。

入
院
患
者
の
臨
床
試
験
に

つ
い
て
、
独
立
デ
ー
タ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
委
員
会
（
Ｉ
Ｄ
Ｍ

Ｃ
）
が
一
部
の
症
例
登
録
の

中
断
と
試
験
プ
ロ
ト
コ
ル
の

修
正
を
推
奨
し
た
。
詳
細
は

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

「
安
全
性
上
の
懸
念
と
、
好

ま
し
く
な
い
リ
ス
ク
・
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
」
が
指
摘
さ
れ
た
。

被
験
者
の
う
ち
、
人
工
呼
吸

器
や
高
流
量
酸
素
療
法
が
必

要
な
患
者
の
登
録
を
中
断
す

る
。
低
流
量
の
酸
素
療
法
を

受
け
て
い
る
患
者
や
、
酸
素

療
法
が
不
要
な
患
者
の
登
録

は
引
き
続
き
認
め
た
。
ま
た
、

入
院
し
て
い
な
い
軽
度
〜
中

等
症
の
患
者
に
対
す
る
試
験

も
、
修
正
せ
ず
に
継
続
し
て

よ
い
と
評
価
さ
れ
た
。

リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
は
先
月
７

日
、
軽
度
〜
中
等
症
患
者
に

対
す
る
治
療
薬
と
し
て
米
国

で
緊
急
使
用
許
可
（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）

を
申
請
。
同
様
の
適
応
で
Ｅ

Ｕ
Ａ
申
請
し
た
米
イ
ー
ラ
イ

リ
リ
ー
の
抗
体
療
法
も
、
入

院
患
者
に
対
す
る
開
発
が
先

ご
ろ
中
止
さ
れ
た
。
試
験
を

続
け
て
も
効
果
が
見
込
め
な

い
と
評
価
さ
れ
た
。

オ
リ
ン
パ
ス
は
２
日
、
大

腸
内
視
鏡
検
査
時
に
ポ
リ
ー

プ
な
ど
の
病
変
部
を
詳
細
に

観
察
す
る
た
め
、
粘
膜
を
色

素
で
染
色
し
て
拡
大
観
察
す

る
「
色
素
内
視
鏡
検
査
」
の

際
に
用
い
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
滴
下
カ
テ
ー
テ
ル
「
Ｎ

Ｔ
カ
テ
ー
テ
ル
」（
写
真
）
を

あ
す
５
日
に
国
内
発
売
す
る

と
発
表
し
た
。
従
来
品
が
ス

プ
レ
ー
タ
イ
プ
で
粘
膜
の
広

範
囲
を
染
色
す
る
の
に
対

し
、
新
製
品
は
世
界
で
初
め

て
染
色
液
が
少
量
ず
つ
滴
下

さ
れ
る
仕
組
み
を
実
現
。
必

要
最
小
限
の
範
囲
の
染
色
で

す
む
た
め
内
視
鏡
画
面
の
光

量
不
足
を
避
け
、
病
変
部
表

面
の
観
察
を
よ
り
行
い
や
す

く
し
た
。
先
端
は
ボ
ー
ル
形

状
で
仮
に
病
変
に
触
れ
て
し

ま
っ
て
も
傷
つ
け
に
く
い
。

使
い
捨
て
で
感
染
リ
ス
ク
抑

制
に
も
つ
な
が
る
と
み
る
。

価
格
は
５
本
入
り
で
税
別
２

万
５
０
０
０
円
。製
造
・
販
売

は
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
の
子

会
社
で
あ
る
秋
田
住
友
ベ
ー

ク（
秋
田
市
）に
委
託
す
る
。

ト
ク
ヤ
マ
は
、
臨
床
検
査

薬
・
機
器
な
ど
を
手
が
け
る

グ
ル
ー
プ
会
社
の
エ
イ
ア
ン

ド
テ
ィ
ー
（
横
浜
市
神
奈
川

区
）
を
完
全
子
会
社
化
す
る

と
発
表
し
た
。
同
社
と
の
間

で
株
式
交
換
契
約
を
締
結
し

て
お
り
、
株
式
交
換
は
来
年

２
月
１
日
に
実
施
予
定
。
ト

ク
ヤ
マ
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

を
注
力
領
域
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
そ
の
中
核
事
業
に
育

て
る
。

現
在
の
エ
イ
ア
ン
ド
テ
ィ

ー
は
、
１
９
９
４
年
に
ア
ナ

リ
ィ
テ
ィ
カ
ル
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ
が
旧
エ
イ
ア
ン
ド
テ

ィ
ー
と
ト
ク
ヤ
マ
の
診
断
医

療
シ
ス
テ
ム
部
門
を
統
合
し

て
誕
生
し
た
。
ト
ク
ヤ
マ
の

出
資
比
率
は
４０
・
２
％
で
、

完
全
子
会
社
化
で
経
営
の
主

導
権
を
握
る
。
同
社
の
強
み

で
あ
る
化
学
合
成
技
術
を
活

用
し
、
診
断
試
薬
開
発
を
一

層
強
化
し
、
診
断
シ
ス
テ
ム

事
業
を
拡
大
す
る
。
エ
イ
ア

ン
ド
テ
ィ
ー
は
神
奈
川
県
藤

沢
市
に
工
場
と
技
術
セ
ン
タ

ー
を
有
す
る
ほ
か
、
岩
手
県

奥
州
市
に
も
工
場
を
持
つ
。

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
普
及
促
進
講
習
会

厚厚
労労
省省
がが
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
化化

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
作
成

部分２本鎖ｍＲＮＡでコロナワクチン

ナノ医療イノベーション
センター・副主幹研究員

①

内田 智士

アジュバントフリーｍＲＮＡワクチン

↑ ↑ ↑
未来の医療について考える
シンポジウム参加受付中

記事広告

ナ
ノ
マ
シ
ン
使
い
薬
物
送
達

２０２０年（令和２年）１１月４日（水曜日）（第三種郵便物認可）（５）


